在宅高齢者の自己実現尺度の開発の研究：自己実現尺度開発と自己実現概念の操作的定義 by 清重 哲男
1 
 




Development of the Self-Actualization Scale 







































終的にプリテストに使用可能な仮尺度 50 質問項目を選定した。  
質問文の回答方式は、５点式リッカートスケールとした。プリテストでは自記



















表５－１０ 自己実現尺度（SAT-17）  
観測変数名     自己実現尺度１７項目のステートメント 
  ０１ 現在、どの程度趣味に取り組んでいますか  
  ０２ 同年輩の人と比べて、あなたは、現在、健康だと思いますか  
  ０３ 世の中のために、役立つことをしたいですか  
  ０４ 毎日の生活の中で楽しいことがありますか  
０５ 人との出会いは、楽しいと思いますか     
０６ 最近、お知り合いと一緒に過す時がありましたか  
０７ 人が困っている時に、何かお手伝いをしていますか  
０８ あなたは、ご自分の、幸福な生活を希望しますか  
０９ ご自分の能力を生かした生活をしていますか  
 １０ 人より優れた能力が何かあると思いますか   
 １１ 日常生活で、自分のしたいことが自由にできますか  
 １２ あなたは、生きていることに大切な意味があると思いますか  
 １３ ご自分の可能性を、これから伸ばしたいと思いますか  
 １４ 日常生活上の問題をご自分で処理できますか  
１５ ご自分の意志を家族や周囲の人に伝えて入ますか   
１６ ご自分の将来の生活に、何か希望を持っていますか  




３つの適合度指標 CFI、TLI、RMSEA を用い評価した。CFI は 0.938 と十分高く、
TLI も 0.926 と十分高い値であった。ともに十分な適合を示す満足のいく値であ
った。モデルとデータの乖離を示す指標の RMSEA は 0.065 であり（RMSEA の許容


























本研究の自己実現トータルスコアの平均値は、44.3 点であり、最高点は 65 点
であった。本自己実現尺度を用いることにより、一人ひとりの自己実現トータル
スコアーを測定することができる。  
今後の課題は、本研究で得られた自己実現尺度（SAT-17）を、地方小都市や農
村部などの地域で継続調査を行い、地域的な交差妥当性を検証することである。  
積み残した大きな課題は、ＰＧＣモラールスケールや人生満足度尺度などとの
比較検討であり、今後これらの尺度との相関の程度や各種の独立変数との関連性
の相違を調べ、自己実現尺度（SAT-17）の固有の性質を明らかにすることである。
こうした課題を検討し、完成度の高い自己実現スケールが確認されれば、各種福
祉サービスの効果測定の尺度として活用することができる。 
高齢社会では、高齢者が可能な限り、心身の健康のレベルを高く保ち、自立し
た生活を続けることが期待されている。現在までに、高齢者自身の身体的健康を
増進するサービス評価については、有効な方式がほぼ確立しているが、自己実現
などの精神の活動レベルを含めた維持、増進のためのサービス評価の有効な方法
は明確になっていない。自己実現尺度が尺度として完成し、精神の活動レベルの
評価道具として機能するよう期待されている。 
 
